
国立赤城青少年交流の家 プログラム  

 

 

 

 

                                                   R2ver. 

内容 

  交流の家周辺で自然の素材を集め、材料の形を活かして自然物の作品作りに挑戦する活動です。 

 

活動前の準備 

・土台になる板が必要な場合は１ヶ月前までに要相談。 

・事務室にて事前打ち合わせ（指導上の留意点や会場の確認）  →  物品の貸し出し 

 ・食堂売店にて、木製コースターを購入する。（必要な場合） 

 

活動の流れ 

 １ 会場・貸出物品のセッティングをする。（色ぬりやグルーガンを使用する場所） 

    ↓ 

 ２ 交流の家周辺へクラフトの材料を探しに行く。 

    ↓ 

 ３ 引率者からネイチャークラフト作りの説明をする。 

  ①テーマを決める  … 自分なりに表現したいテーマを決める。 

  ②材料の接着 … 材料の形を活かして、グルーガンやボンドを用いて材料同士をくっつける。 

  ③着色 … 油性ペンやポスカを使って、必要に応じて色をつける。 

  ④作品名をつける … タグに作品名をつけて出来上がり。 

    ↓ 

 ４ 完成した人から、身の回りの片付けをする。 

    ↓ 

 ５ 会場の清掃 

    ↓ 

 ６ 事務室に完了報告（数を確認して借りた物品の返却） 

 

活動に必ず必要なもの 

 ・はさみ  ・カッター  ・やすり  ・グルースティック（5 本入り１５０円 ※約１０人分） 

・木工用ボンド  ・新聞紙  ・軍手   

 

交流の家で貸し出しできるもの 

 ・グルーガン  ・ポスターカラー  ・油性ペン 

※ポスターカラーや油性ペンは数に限りがありますので、団体でも用意して下さい。 

 

留意点 

 ・麻紐や綿などがあると、作品がより素敵になります。 

 ・太い枝などを使うときは、ノコギリで切ったり、キリで穴をあけたりすることもできる。（要相談） 

【ネイチャークラフト】 


